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令和５年度事業報告書 

滑川町社会福祉協議会は各種福祉事業等を推進することにより、高齢者や障

害者、さらには様々な家庭環境におかれていても、人々が支えあい、安心して住

み続けられる地域づくりを築くことを基本とし組織がされております。 

私たちの日常生活に大きな影響を与えてきた新型コロナウイルスが昨年５月

に第５類に引き下げられて以降、コロナ前の日常が取り戻されて来た一方で、変

化する社会・経済情勢により、社会福祉協議会では、多様な福祉課題を受け止め、

その解決に向けた具体的な支援と行動が求められるようになりました。 

また、今まで当たり前であった日常が一変し、社会の仕組みそのものが変わり

つつある中で、人と人が互いに接触する機会が減少したことにより、地域におけ

る“つながりづくり”を進めてきた社会福祉協議会にとって難しい状況となって

おります。 

既存事業では、「いきいきサロン」、「地域支え合いサービス事業」、「生活支援

体制整備事業」等を中心に内容の充実に努めました。 

社協主催の「いきいきサロン」は１８年目を迎え、明るく楽しく笑いのあるサ

ロンづくりを通じて、介護予防の充実をはかっております。 

「地域支え合いサービス事業」は、高齢者の日常生活の安心確保の為地域のボ

ランティアさんの協力を得て行っております。身近な地域の中での支え合いの

関係づくりにつながっております。 

「生活支援体制整備事業」は、町からの委託をうけ生活支援コーディネータ

ーを配置し、地域住民の為の憩いの場を開放し、コーディネーターと参加者で

活動内容を考えながらボランティア主体によるサロンへと移行することが出来

ました。少しずつ集いの場が広がってきております。また、地域の高齢者の買

い物に困っているという声をききながら、移動販売事業の開始につなげること

ができました。 

 

以下、令和５年度に実施した滑川町社会福祉協議会の事業について報告いた

します。 

 

１．社協運営 

（１）理事会の開催 

    〈 第１回 〉 

○ 期日 令和５年５月１８日 滑川町コミュニティセンター 

出席者１４名 
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○ 議事  

・令和４年度事業報告について 

・令和４年度社会福祉事業区分資金収支決算および監査報告について 

・役員（評議員）の選任（案）について 

・評議員選任・解任委員の選任（案）について 

・役員（評議員）の選任（案）について 

・評議員選任・解任委員会の招集（案）について 

・評議員会の招集（案）について 

 

〈 第２回 〉 

    ○ 期日 令和５年６月１４日 滑川町コミュニティセンター  

出席者１５名  

 ○ 議事  

     ・会長、副会長及び常務理事の選定について 

  ・評議員選任・解任委員の選任（案）について 

 

〈 第３回 〉 

    ○ 期日 令和６年３月１４日  滑川町コミュニティセンター 

出席者１３名 欠席者２名  

 ○ 議事  

・令和５年度社会福祉事業区分会計資金収支補正予算（案）につい

て 

・令和６年度事業計画（案）について 

・令和６年度社会福祉事業区分会計資金収支予算（案）について 

・評議員会の招集（案）について 

 

（２）評議員会の開催 

    〈 第１回 〉 

○ 期日 令和５年６月１４日 滑川町コミュニティセンター 

出席者２８名 欠席者５名   

○ 議事  

・令和４年度事業報告について 

・令和４年度社会福祉事業区分資金収支決算および監査報告について 

・役員（理事及び監事）の選任（案）について 
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〈 第２回 〉 

○ 期日 令和６年３月１４日  滑川町コミュニティセンター 

出席者２８名 欠席者４名 

○ 議事  

・令和５年度社会福祉事業区分会計資金収支補正予算（案）につい 

 て 

・令和６年度事業計画（案）について 

・令和６年度社会福祉事業区分会計資金収支予算（案）について 

 

（３）監事会の開催 

    会計監査 

○ 期日 令和５年４月２６日 滑川町コミュニティセンター 

出席者 監査委員 ２名  事務局 

      ・令和４年度事業執行状況及び社会福祉事業区分会計決算書 

の関係帳簿監査 

２．組織の強化と基盤整備の促進 

○社協会員募集と会費の協力 

   一般会員 ３，０８７世帯  ３，０８７，０００円 

   賛助会員    １９口           ５７，０００円 

特別会員    ２６口     １３０，０００円（うち、法人 17 口） 

合  計  ３，２７４，０００円 

３．ボランティア活動の振興と福祉教育の推進 

（１）ボランティア活動の需給調整   

（２）夏の体験ボランティア事業の実施 夏休み期間中の体験ボランティアは 

ここ数年感染症対策を考慮し、家で個々に実施できる作業メニューを導入

したところ、幅広い世代の方のボランティア活動の場となりつつあるため、

今年度も作業プログラムを１１メニュー、そして集合型体験メニューも

徐々に受け入れが再開し、今年度は１５メニュー、合計すると２６メニュー

で展開し１００名の申し込みがありました。また、役場の福祉課で障害者理

解促進事業として委託を受け、協同して企画した「滑川町障害者駐車場カラ

ープロジェクト」も実現し、町内の塗装業者さんのご指導・ご協力を得て、

図書館前の駐車場を障害者駐車場１つ、思いやり駐車場３つを塗装、役場や

図書館利用者へチラシを配布するなど啓発活動も行いました。 

（３）ボランティア育成講座（中学生対象）は教育委員会、社協との共催で自主

的・実践的なボランティア精神を養うことを目標に毎年開催しています。 
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今年度も全校生徒を対象に DVD を作成し全校生徒を対象にボランティア活

動について知ってもらった上で、希望者が講座への申込みができるような

形をとりました。社協で実施するボランティアメニューの他、教育委員会で

実施している行事に関わるボランティアメニューも企画し、年間を通して

活動ができるという特色を活かし全部で１４メニュー（開講式・閉講式も含

む）を展開し、３４名の申込みがありました。 

（４）福祉協力校の指定 宮前小学校・福田小学校・月の輪小学校・滑川中学校

にお願いし、それぞれ独自の福祉教育に取り組んでいただきました。 

（５）福祉教育（福祉に関するの授業）の実施 近隣４社協合同で開催している

福祉教育の定例会【ふくふく木曜会】へ参加し、町内小学校で実施される福

祉の授業参加の取り組みを実施しています。 

今年度は町内３小学校すべてで、福祉の導入授業と、当事者ゲストティー

チャーによる講話・体験など（車イスユーザー・盲導犬ユーザー等）、また

地域包括支援センターと協力の上、認知症サポーター養成講座も実施しま

した。また学校からの依頼に応じて、車いす体験（月小）、高齢者疑似体験

（福小）、また学校の特色を生かした授業展開をしたいというご希望により、

歴史があり地元の方が多く通っている福田小では、地域で活動している地

区サロンの高齢者との相互の交流事業も実施することができました。 

４．調査研究、広報活動の実施  

（１）社協だより第４３号・ふれあい通信（Ｎｏ.５６～Ｎｏ.６２）を発行しま

した。 

（２）会員募集及び介護保険事業所のＰＲを実施しました。 

５．各種地域福祉事業の積極的な実施 

（１）敬老会開催事業 

    １０月２６日滑川町総合体育館において開催し、出席をいただいた 

３６３名の方々にご長寿のお祝いを申し上げました。あわせて米寿の 

お祝い、結婚５０年を迎えたご夫婦２０組の表彰を行いました。 

    ・対象者２，２６７名の内３６３名出席 （約１６％） 

（２）ふれあいいきいきサロン事業 

高齢者の介護予防、閉じこもり防止、生き甲斐作りを目的とし、年間

９３回実施し、延べ１，１６９名の方に参加をいただきました。 

地域包括支援センターとの共催で、血圧測定や健康運動等を取り入れ、

さらに健康寿命の延長と介護予防の充実を図って参りました。 
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（３）地域サロン補助事業    

主に集会所を会場として開催されている１１か所の「地域サロン」に

対し、運営への協力・活動資金の補助を行いました。 

（４）地域支え合いサービス事業 

元気なボランティアが援助の必要な高齢者を支えることで、ボランティ

ア自身の介護予防と地域の商業振興につなげるしくみです。 

・利用会員登録数   １８名     

・協力会員登録数   ２６名  

・利用時間       １４１時間（100 件）、昨年は２０３時間（194 件） 

（５）生活支援体制整備事業 

   地域の支え合いを推進するため生活支援コーディネーターを配置し、地

域住民の為の憩いの場開放事業を行いました。コーディネーターと参加者

で、活動内容を考えながらボランティア主体によるサロンへと移行するこ

とが出来ました。少しずつ集いの場が広がってきております。 

・月輪中央集会所   １０回 延べ利用人数  １１７人 

・下向・古姓集会所  １１回 延べ利用人数  １８０人 

・和泉集会所      ７回 延べ利用人数   ６９人 

・羽一集会所     １１回 延べ利用人数  １９６人 

滑川町高齢介護課と共催で、移動販売事業を開始しました。町民のニー

ズの把握と販売経路の作成に関わりました。 

（６）高齢者等給食サービス事業 

給食サービス希望者１２名に延配食数１，１９４食を配食いたしました。 

・実施日：毎週月曜から土曜日（週６日、ボランティアによる配食） 

（７）単身高齢者保養事業 

        ３月５日、単身高齢者１６名の参加をいただき、いっちょう花園店での

昼食会、花園フォレストでのお買い物で楽しいひと時を過ごしました。 

（８）ふれあいのつどい 

   ２月１４日、福祉団体の交流事業として、身障福祉会、老人クラブ連合会、

手をつなぐ親の会より１３名の参加をいただきました。 

内容は伊古の里農家レストランでピザ作り、お食事会を行い楽しいひと時

を過ごしました。 

（９）地域ふれあい事業 

最近希薄になりがちな地域の連帯感や相互扶助を養い、世代間のふれあ

いと地域福祉の増進を図るため、各地区において実施をしていただきまし

た。 

また、実施にあたり社協会員割りで助成金の交付を行いました。 
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（10）福祉協力校補助事業 

福祉協力校（小学校３校・中学校１校）に対し、助成金交付を行いました。 

（11）老人クラブ連合会諸事業の助長及び助成 

・事務局として事業への協力及び指導を行いました。 

・７月２１日助成金交付 １３クラブに助成金交付を行いました。 

（12）低所得者福祉対策 

  ア 生活福祉資金の貸付（県社協関係） 

    コロナ特例制度（緊急小口資金及び総合支援資金）の申請書類の受付

は終了しましたが、貸付した方の返済が始まる中で、非課税世帯による

償還免除申請や、生活困窮世帯の償還猶予申請が始まり、自分で申請書

類を作成できない方への書類作成の支援を行いました。  

イ 福祉資金の貸付（町社協単独） 

 低所得者に対し、緊急生活費の貸付を行う制度です。 

・６名に対し、１０回の相談 合計  ９４, ０００円 

６．赤い羽根募金事業対策 

（１）各種募金活動の積極的展開 

    １０月１日から１０月３１日の１ヶ月間実施、多くの皆様からご協力

をいただきました。  

（ 実績額 ） 

・戸別募金  １，６８１，３８０円 

・学校募金     ２８，６８５円  

・職域募金     ６６，７５０円 

合 計   １，７７６，８１５円 

（２）配分金による福祉事業 

   配分金は、県の共同募金会で指定された、下記の６事業を実施しました。 

ア 児童・青少年福祉活動費では、小学校新入学児童に対し、お祝い品(引

き出し)の贈呈を行いました。 

イ 母子・父子福祉活動費では、児童扶養手当受給者で小・中学校入学児童

がいる家庭（２３名）に入学支度金の支給を行いました。 

ウ 福祉育成・援助活動費では、いきいきサロン事業費に充当しました。 

エ 地域ふれあい事業では、町内の１５地区に事業費を交付しました。 

オ 老人福祉活動費では、単身高齢者保養事業として、日帰り旅行を行いま

した。 

カ 啓発事業費では、社協だよりの発行を行いました。 
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７．歳末たすけあい募金事業対策 

（１）各種募金活動の積極的展開 

１１月１５日から１２月１５日を期間とし、町民の皆様から多くのご

協力をいただきました。 

（ 実績額 ） 

・戸別募金   １，０３８，２０２円 

・企業募金     １９９，５５４円 

・街頭募金      ４２，０２７円 

合 計   １，２７９，７８３円 

（２）配分金による福祉事業 

ア 低所得者歳末援護金品配分事業（対象者４０世帯６９人） 

  イ 町内福祉施設、子育て施設に事業慰問金（１９施設） 

  ウ 福祉団体ふれあいのつどい事業費 

エ 年末年始給食サービス 

  オ 社協だよりの発行 

８．戦没者遺族福祉対策 

（１）遺族会諸事業の助長及び助成   

遺族会事業への協力、指導及び８月２１日に助成金交付を行いました。 

                      

９．相談事業対策 

（１）心配ごと相談所の開設  

毎月第３火曜日 午後１時から４時までコミュニティセンターにおいて

開設しました。 

・開催数  １２回 

・相談件数  ０件 

来談者のない時間は、一人暮らし老人の安否確認のための電話訪問を行

っております。（希望者のみ） 

・延件数  ８５件 

（２）福祉サービス利用援助事業（あんしんサポートねっと） 

ひとりで生活していくには不安がある方が安心して生活が送れるよう、

福祉サービスの利用手続きの代行をはじめ、金銭管理等を行うため、１３名

の利用者に対し事業推進をしております。 

・認知症高齢者等・・・７名 

・知的障害者等 ・・・４名 
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・精神障害者等 ・・・２名 

１０．滑川社協 福祉サービスセンター 

（１）居宅介護支援事業（介護保険法） 

ア 事業内容・・・要介護者のケアプラン作成 

イ 事業実績 

・年間利用者数        350人  （昨年度 428人）比較 18％減 

・年間収入    4,356,614円  （昨年度 5,411,062円）   

（２）介護予防支援事業（滑川町受託） 

ア 事業内容・・・要支援者のケアプラン作成 

イ 事業実績 

・年間利用者数     131人  （昨年度 125人）比較 4％増 

・年間収入      610,205円  （昨年度 585,579円） 

（３）介護認定調査事業（滑川町他受託） 

ア 事業内容・・・要介護、要支援認定調査の実施 

イ 事業実績 

・年間受託者数      0人   （昨年度 4人） 

・年間収入        0円  （昨年度 17,600円）  

（４）生活支援ヘルパー派遣事業（社協単独事業） 

ア 事業内容・・・生活に支障をきたしている者に対する身体介護・生活援

助中心のサービス提供 

イ 事業実績 

・年間利用者数      なし   （昨年度も同様） 

１１．団体事務局 

（１）滑川町老人クラブ連合会（会員数 599名） 

（２）滑川町遺族会（会員数 114名） 

（３）滑川町赤十字奉仕団（会員数 102名） 

（４）滑川町ボランティア団体連絡会（13団体） 

（５）滑川町身障福祉会（会員数 9名） 

 

(附属明細書については省略)  


